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3. 矢部川の現状と課題 

3.1 治水の現状と課題 

3.1.1 洪水対策 

矢部川水系では、未曾有の被害をもたらした昭和 28 年 6 月水害以降、この洪水と同規模

の洪水に対して安全を確保するため、河川整備を進めてきました。しかし、平成 2２年度末時

点での国管理区間における堤防の整備状況は、堤防が必要な区間のうち完成堤防の区間の割合

が約 65%となっており、特に矢部川下流部浦島橋付近右岸、矢部川中流部船小屋温泉大橋付

近右岸など、局所的に堤防高さ・幅が不足しており、堤防の嵩上げ・拡幅等の必要な区間とな

っています。 

また、船小屋中ノ島公園より上流にかけて、藩政時代に水害防備林としてクスノキ等が植樹

され、現在でもクスノキ等の河畔林が帯状に連なっています。近年では瀬高堰や松原堰などの

固定堰の可動化や上流に日向神ダム等の整備を実施することで治水安全度の向上を図ってき

ましたが、当該河畔林区間では、竹林等の繁茂により洪水時には河積不足が生じ水位上昇の一

因となっていることから、樹木管理を適切に行っていくことが必要となっています。 
 

【堤防の整備状況】 

表 3.1.1 矢部川の国管理区間※1 における堤防整備状況（平成 23 年 3 月現在） 

水系名 完成堤防 暫定堤防*2 

 

不要区間 全体区間 

矢部川 26.8km 
(65.5％) 

14.1km 
(34.5％) 0.3km 41.2km 

※1 一級河川には、国土交通大臣が管理する区間と都道府県知事が管理する区間があります。このうち国土

交通大臣が管理する区間を「国管理区間」といいます。 

※2 完成堤防に比べ、高さや幅が不足しているものを暫定堤防と言います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 3.1.1 浦島橋右岸側状況（柳川市）     写真 3.1.2 河道内樹木繁茂状況 

                       （筑後市・みやま市） 
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図 3.1.2 矢部川本川にて計画規模（1/100）の洪水が発生した場合に浸水するおそれがある範囲 

（矢部川水系浸水想定区域図） 

1.説明文

(1)この図は、矢部川水系矢部川の洪水予報区間について、水防法の規定により指定された

浸水想定区域と、当該区域が浸水した場合に想定される水深その他を示したものです。

(2)この浸水区域等は、平成13年3月時点の矢部川における河道の整備状況、日向神ダムの洪水調

節効果等を勘案して、洪水防御に関する計画の基本となる降雨である概ね100年に1回程

度起こる大雨が降ったことにより、矢部川がはん濫した場合に想定される浸水の状況を、シミュ

レーションにより求めたものです。

(3)なお、このシミュレーションにあたっては、支派川のはん濫、想定を超える降雨、高潮、内水

によるはん濫等を考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域におい

ても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があります。

２．備考

(1)作成主体 国土交通省九州地方整備局筑後川工事事務所

(2)指定年月日 平成14年3月29日

(3)告示番号 国土交通省九州地方整備局告示第 号

(4)指定の根拠法令 水防法(昭和24年法律第193号)第10条の4第1項

(5)対象となる洪水予報河川 矢部川水系矢部川(実施区間：左岸福岡県山門郡瀬高町大字廣瀬

字堤谷739番の2地先から海まで、右岸福岡県八女市大字矢原字二

ノ辻561番の1から海まで、平成10年運輸・建設省告示第4号)

(6)指定の前提となる計画降雨 矢部川流域の1日間総雨量352.4mm（基準地点船小屋上流域)

(7)関係市町村 柳川市、八女市、筑後市、大川市、城島町、大木町、

三潴町、瀬高町、大和町、三橋町、山川町、高田町
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図 3.1.1 堤防整備状況図 

凡 例
完成堤防
暫定堤防
堤防不要区間
他事業区間
距離標
樹木

凡 例
完成堤防
暫定堤防
堤防不要区間
他事業区間
距離標
樹木

堤防整備の状況（平成23年3月）
区分 延長（km） 割合（%）

完成堤防 26.8 65.5

暫定堤防 14.1 34.5

堤防不要区間 0.3 　　　　　-  
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写真 3.1.6 平成 11 年楠田川高潮越波状況 

（みやま市高田町江浦地区） 

 

写真 3.1.5 昭和 60 年矢部川高潮状況 

（柳川市中島地区） 

 
写真 3.1.4 老朽化した特殊堤（川裏）② 

（柳川市中島地区） 

 

 
写真 3.1.3 老朽化した特殊堤（川表）① 

（柳川市中島地区） 

3.1.2 高潮対策 

矢部川の河口は、国内最大の干満差を有する有明海湾奥部に位置し、河口が南西方向に向い

ていることから、台風が九州の西側海上を通過すると高潮が発生しやすい特性を持っています。

また、矢部川の河口域は、干拓等によって形成された低平地であるため、高潮対策を必要とす

る区間は、河口（0/000）から浦島橋付近までの延長約 4.8km となっています。 

平成 22 年度末時点で、高潮対策必要区間のうち計画の堤防高が未だ確保されていない区間

が約 60％となっているほか、柳川市中島地区においては特殊堤の老朽化が進んでいます。ま

た、柳川市中島地区やみやま市高田町江浦地区などでは、昭和 60 年８月台風 13 号及び平成

11 年 9 月台風 18 号による高潮時に浸水被害を被っていることからも、早急な対策が必要と

なっています。 
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写真 3.1.3 

写真 3.1.4 

 

矢部川

有
明
海

矢部川

有
明
海

図 3.1.3 矢部川高潮対策必要区間 

堤防高
確保済区間

堤防高
不足区間

国土交通省事業区間

農林水産省事業区間

福岡県事業区間

堤防高
確保済区間

堤防高
不足区間

国土交通省事業区間

農林水産省事業区間

福岡県事業区間

矢部川：河口（0k000）から浦島橋付近までの約 4.8km 区間

楠田川：矢部川合流点から 615m 区間 

（河川法施行令第 2 条第 7 号の規定による区間） 

※河口～楠田川合流点までは他事業区間（農林水産省、福岡県）

矢部川高潮対策必要区間

 
図 3.1.4 有明海岸において想定される最大規模の高潮が発生した場合の浸水想定エリア 

（有明海沿岸高潮浸水想定区域図 一部抜粋） 

矢部川高潮対策必要区間
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3.1.3 堤防の浸透及び地震に対する安全性 

矢部川の堤防は、過去の度重なる洪水の経験

に基づき築堤や補修が行われてきた歴史があ

るため、築造の履歴や材料構成等が必ずしも明

確ではありません。 

また、堤防の構造は実際の被災等の経験に基

づいて定められている場合が多く、矢部川にお

いても過去に整備された堤防は必ずしも工学

的な設計に基づくものとなっていないのが現

状です。その一方で、堤防の背後地には人口や

資産が集積している箇所もあり、堤防の安全性

の確保がますます必要となっています。 

このように、堤防や地盤の構造がさまざまな

不確実性を有している部分もあることから、こ

れまで堤防の安全性の点検を行っており、今後

堤防詳細点検結果や堤防耐震対策の検討結果

を踏まえ、機能の維持や安全性の確保に向けた

取り組みが必要となっています。 
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    図 3.1.7 矢部川水系堤防詳細点検結果-国管理区間- 

33.3km点検が必要な区間

浸透に対して安全性照査基準未満の区間

浸透に対して安全性照査基準以上の区間

詳細点検未実施区間

17.1km

16.2km

0.0km

17.0km

16.2km

0.0km

33.2km33.3km矢部川水系堤防詳細点検必要区間

浸透に対して安全性照査基準未満の区間

浸透に対して安全性照査基準以上の区間

詳細点検不要区間

17.1km

16.2km

0.0km

17.1km

16.2km

33.3km33.3km点検が必要な区間

浸透に対して安全性照査基準未満の区間

浸透に対して安全性照査基準以上の区間

詳細点検未実施区間

17.1km

16.2km

0.0km

33.3km点検が必要な区間

浸透に対して安全性照査基準未満の区間

浸透に対して安全性照査基準以上の区間

詳細点検未実施区間

17.1km

16.2km

0.0km

17.0km

16.2km

0.0km

33.2km33.3km矢部川水系堤防詳細点検必要区間

浸透に対して安全性照査基準未満の区間

浸透に対して安全性照査基準以上の区間

詳細点検不要区間

17.1km

16.2km

0.0km

17.1km

16.2km

33.3km

：他事業区間：他事業区間
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図 3.1.5 不均質な堤体材料の事例 

（嘉瀬川開削調査結果より） 

過去の被災などの履歴に基づいて、順次、改築や補修が

行われたため、土質が不均一であり、土質構成も複雑 
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左岸：飯江川0k000～1k600
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※国が整備する区間を計上
左岸：楠田川0k000～0k615
右岸：楠田川0k000～0k615

耐震対策検討区間：

他　事　業　区　間　：

図 3.1.6 矢部川水系堤防耐震対策検討区間-国管理区間-
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3.1.4 内水対策 

矢部川下流部は低平地となっているため、内水被害が発生しやすく平成 2 年 7 月洪水、平

成 19 年 7 月洪水等において家屋浸水が発生しており、平成 5 年度には文
あや

広
ひろ

排水機場、平成

20 年度には川内
か わ ち

排水機場の設置を行いました。 

引き続き、内水被害の拡大防止や被害軽減に努めていく必要があります。 

注）現在の河道整備水準を上回る出水時での排水ポンプ施設稼働の際は、継続的に排水作業を行うと河川水位が上昇し、堤

防の決壊や河川水があふれる恐れがあることから、排水作業の運転調整について今後関係機関と協議していきます。 
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図 3.1.8 矢部川水系（国管理区間内）排水機場位置図 

 
写真 3.1.8 排水ポンプ車による排水作業（柳川市）

 
写真 3.1.7 平成 19 年 7 月洪水  

（みやま市瀬高町 内水被害状況） 
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3.1.5  河川の維持管理 

（１） 河川管理施設の維持管理 

１）堤防及び護岸 

堤防や護岸は、経年的な老朽化や不同沈下、降雨・浸透・洪水・地震等の自然現象、車

両乗り入れ等人為的な影響を受けることにより、変形やクラック等が発生し、放置すると

洪水時の変状拡大や大規模な損傷に繋がります。また水の浸透等によって、クラックや堤

体土質のゆるみの進行に繋がり、堤防の弱体化をまねく恐れがあります。 

矢部川では、堤防の変状や漏水とともに護岸の老朽化が確認されており、適切な維持管

理が必要となっています。写真 3.1.5  写真 3.1.6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２）水閘門等（堰、樋門・樋管、水門、排水機場、陸閘） 

矢部川には、堰、樋門・樋管、排水機場など 57 の施設があります。これらの施設は、

昭和 40 年（19６5 年）～昭和 60 年（1985 年）代に築造されたものが多く、今後、

老朽化による機能低下が顕在化し、施設更新時期が集中することが考えられます。 

また樋門・樋管や排水機場等の施設操作については、操作員の高齢化、局所的な集中豪

雨の頻発による操作頻度の増加等が懸念され、操作に対する負担が増大していることから、

迅速かつ的確な操作体制を確保する必要があります。 

 
 
 
 

  表 3.1.3 河川管理施設の年代別設置数 

 
 
 

表 3.1.2 河川管理施設数 

樋門樋管 水門 排水機場 堰 陸閘門

33 1 2 4 17  

 
写真 3.1.9 老朽化した堤防護岸 

 
写真 3.1.10 堤防天端の不陸による水溜まり状況 
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写真 3.1.7   写真 3.1.8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3.1.9   写真 3.1.10 

 

写真 3.1.14 文広排水機場（みやま市） 

【矢部川左岸 11k000 付近】 

写真 3.1.11 日渡樋管（みやま市） 

【矢部川左岸 10k200 付近】 

写真 3.1.12 古賀水門（みやま市） 

【飯江川左岸 3k000 付近】 

写真 3.1.13 川内排水機場（みやま市） 

【矢部川左岸 5k400 付近】 

写真 3.1.16 陸閘（柳川市） 

【矢部川右岸 4k400 付近】 

写真 3.1.15 瀬高堰（みやま市） 

【矢部川 10k200 付近】 
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（２）河道の維持管理 

1) 土砂管理 

矢部川下流部は、有明海の干満により、微粒子の土砂（以下、「ガタ土」という。）が堆

積しやすく、水門・樋門等の周辺に堆積した場合には、洪水時のゲート開閉及び排水機能

に支障をきたす恐れがあります。また、ガタ土の堆積が進むと、河川の流下能力が不足し、

治水上、支障が生じる恐れがあります。 

また洪水時においては、上流域で生産された土砂が洪水とともに流送されてくるほか、

河道内の河床も同時に変動する可能性があります。土砂堆積により河床が上昇すると流下

能力が不足し、一方河床が低下すると、洗掘により堤防や護岸など河川構造物が不安定と

なり崩壊する可能性があります。さらに河床高の上昇は、砂州を極端に発達させ、植生繁

茂が著しくなり、河道内樹木の過剰な繁茂が懸念され、洪水流下の阻害となる恐れもあり

ます。 

矢部川下流部の河床高は昭和 45 年から平成 8 年まで砂利採取による河床低下がみら

れましたが、平成 10 年以降は砂利採取の中止等もあり、河床が上昇傾向となっている箇

所もあります。河口部については大きな変化はみられず、河口閉塞は生じていない状況で

す。また、中流部では、瀬高堰（平成 2 年）及び松原堰（平成 10 年）の改築により河

床の変動が見られましたが、近年では概ね安定しています。しかし、水衝部における局所

洗掘や土砂堆積が生じている区間もあり、引き続きモニタリングしていく必要があります。 
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写真 3.1.18 河口部航空写真（平成 19 年） 
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写真 3.1.17 河口部航空写真（昭和 27 年） 

図 3.1.10 横断図重ね合わせ図 

（矢部川河口より 10k000 地点） 

図 3.1.9 横断図重ね合わせ図 

（矢部川河口より 1k400 地点） 
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2) 樹木管理 

船小屋地区から上流の区間には、藩政時代に植樹されたクスノキや竹林等により連続し

た樹林帯が形成され、多様な動植物が生息・生育・繁殖する環境を有しています。 

しかし、その一方で竹林等の繁茂により、洪水を安全に流下させることが困難となって

おり、樹木管理を適切に行っていくことが必要となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真 3.1.19 河道内に繁茂する樹木群（矢部川南筑橋上流付近） 

 

3.1.6 危機管理対策 

これまで河川管理者は、想定する計画規模の洪水を安全に流下させるために、堤防やダム等

の整備を進めてきており、着実に治水安全度を向上させてきました。一方で、今後の堤防等の

整備には長い年月を要することから、整備途上において計画規模の洪水が発生する可能性があ

ります。また、近年全国各地でゲリラ豪雨と呼ばれる局地的・突発的な短時間集中豪雨により

記録的な洪水も起きているなど、今後計画規模を越える洪水の発生を想定する必要があります。 

このような状況を踏まえ、これまでの施設整備（ハード整備）のみで災害を防ぐという対策

から、洪水がはん濫することを前提にいかに被害を軽減させるかという危機管理対策の構築も

必要となってきます。 

このため、ハード整備とともに住民の避難行動のための情報提供や水防活動等のソフト対策

に一体となって対処することが必要となっており、これまでも出水時における水防警報・洪水

予報・水位周知の発信、水防情報図の作成、IT 化に伴う光ファイバーなどの整備、関係市町

村によるハザードマップの作成支援等のソフト対策を実施しています。 

しかし、現状では避難活動や水防活動に資するための洪水ハザードマップなどの事前情報や

災害時に迅速でわかりやすいリアルタイムの情報提供が十分になされているとはいえない状

況です。また、普段のまちづくりや地域のコミュニティにおいて、危機管理の観点が十分に備

わっておらず、加えて少子高齢化など社会構造の変化も重なり、災害に対して弱い地域が形成

されています。 

特に矢部川では、近年洪水による被害等が少なくなっており、水害に対しての記憶も薄れて

きていると考えられることからも、防災教育等を含めて危機管理に対しての意識向上に努めて

いくことも必要となっています。
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3.2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する現状と課題 

3.2.1 水利用 

矢部川の水利用は、上流から下流に至るまで、農業用水として約 13,000ha の耕地でかん

がいに利用されています。さらに水力発電用水として利用され、矢部川の木屋
こ や

発電所、新矢部

川発電所、大淵発電所、支川星野川の洗
せん

玉
ぎょく

発電所の計 4 箇所の発電所で最大取水量は約

21m3/s、最大出力約 15,000kW となっています。一方、都市用水や工業用水の利用はわず

かであり、水利用のほとんどを農業用水と水力発電用水が占めています。 

農業用水については、矢部川が天井河川という地形的特性から、古くから広大な筑後平野の

農地に利用されており、取水された農業用水は、藩政時代に築造された「廻
かい

水路
す い ろ

」を経て、筑

後川支川の花宗川（花宗堰を水源）や矢部川派川の沖端川等を経由して網の目のように発達す

る「クリーク」に補水され、水田への取水・還元が繰り返される等、独自の複雑で高度な水利

用が行われてきました。また、平成８年には、筑後川の筑後大堰湛水域から筑後川下流用水事

業による導水が開始され、矢部川下流域の農業用水不足に対処しています。このように過去よ

り限りある水が有効に活用されてきていますが、田植えが集中する 6 月中下旬には農業用水

の取水等により一時的に河川流量が低減する等、水利用への影響が懸念されています。 

一方、流水の正常な機能を維持するために必要な流量については、その時々の流況や各地域

の水利用に応じ、複雑な取水量の調整がなされており、同一期間内でも各水利用者の実績取水

量は大きく変動することから、適正な水利流量の把握が困難な状況です。そのため、今後複雑

な水利用特性の実態把握を行っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.1 矢部川水系取水排水系統と主な利水施設 
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図 3.2.2 矢部川水系の主な水利用の現況模式図 

※慣行水利権は河川管理者への届出書から引用しています。 

※干出堰、下名鶴堰は水利権における名称です。本計画では、千出堰を大和堰、下名鶴堰を名鶴堰と表記しています。 
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図 3.2.3 矢部川水系における水利権 

 
表 3.2.1 矢部川水系における水利権一覧表 

※河川管理者への届出が行われている慣行水利権は８４件です。 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

図 3.2.4 矢部川水系の取水実態

水利使用目的 件数 
水利権量計 

(m3/s) 
かんがい面積

（ha） 
備 考 

農業用水（許可） １１ 58.3450 8,713.79  

工業用水 7 0.08894 －  

発電用水 4 21.1700 － 発電最大出力 約 15,000kW

水道用水 1 0.0094 －  

その他 4 0.1670 －  

合 計 ２７ 79.78034 －  
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3.2.2 渇水時等の対応 

船小屋地点の河川流況は近年大きな変化はなく、昭和５３年から平成２０年までの 10 年に 1

回程度規模の渇水流量は約 1.1m3/s となっています。戦後最大の平成６年渇水では、水利用調

整やクリークの高度利用により、被害軽減が図られましたが、翌年には稚アユの遡上量に減少

が見られ、稚アユ放流の増量が行われる等の対策がとられており、必ずしも河川環境上望まし

い流量が確保できていたとは言えません。さらに、近年は地球温暖化による気候変動等の影響

により、少雨と多雨の変動幅が増大し、今後は渇水被害等が発生する可能性が懸念されていま

す。これらを踏まえ、平成 13 年度からは日向神ダムの洪水調節容量の一部を活用した弾力的管

理試験を実施しており、引き続き河川流量の確保に努めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

図 3.2.5 矢部川水系の流況

（平成６年の渇水状況） 

 

【平成６年渇水時の広瀬堰下流】 
】

流況経年変化（船小屋地区）
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※豊水：365 日のうち 95 日を下回らない程度の流量 
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低水：365 日のうち 275 日を下回らない程度の流量 

渇水：365 日のうち 355 日を下回らない程度の流量 

北部九州地域の平成 6 年の梅雨明けは、平年

より約 18 日早い 7 月 1 日であり、黒木雨量観

測所における期間中の降雨量は、206mm と少

なく、7 月以降 9 月までも晴天猛暑が続き 3 ヶ

月の総降雨量は 214mm と平年値の約 25％と

少なく大渇水となったものです。 

渇水の対応として、渇水調整協議会を開催し、

日向神ダムからの放流等の対策を行いました。
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3.3 河川環境及び河川の利用の現状と課題 

3.3.1 自然環境 

(1)上流部（源流から花宗堰までの区間＜県管理区間＞）  

源流から花宗堰までの上流部は、スギ・ヒノキ等植林が分布する急峻な山地となっ

ており、川は山間部を縫うように流下しています。河床は、礫・大礫で形成され、河

畔林と、瀬・淵が連続する美しい渓流環境を呈し、水際にはツルヨシが繁茂し、水域

には、タカハヤ、オイカワ、ウグイ、ヨシノボリ類等の多様な魚類が見られ、重要種

であるアリアケギバチ、カジカ、アカザ等の貴重な生息環境が残っています。鳥類は

水域にカワセミ、コガモ、マガモ、砂礫地にセグロセキレイ、水際の植物にホオジロ、

カワラヒワが見られます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.3.1 上流部の状況（矢部川 37k 付近） 写真 3.3.2 ウグイ（コイ目コイ科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（八女市黒木町） 
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(2)中流部（花宗堰～瀬高堰までの区間） 

1)花宗堰～船小屋地区付近までの区間 

花宗堰から船小屋地区付近までの区間は、急峻な上流部を抜け、花宗堰から扇状

地が広がり、緩やかに蛇行しながら流下し、河床は主に礫・砂で河原が形成されて

います。 

河道は変化に富むとともに瀬と淵が連続し、瀬には貴重なアユ、オイカワ等の産

卵場をはじめとして、カワムツやチスジノリ等が生息・生育し、淵には河畔林から

の落下昆虫や小魚等を餌とするオヤニラミ等の魚類が生息しています。このことか

ら今後もアユをはじめとした多様な生物の良好な生息・生育・繁殖の場となってい

る瀬と淵を保全していく必要があります。 

水際にはヨシやツルヨシ群落が多く分布し、河岸にはクスノキのほか竹林等の河

畔林が縦断的に分布し水面を覆っています。クスノキにはホオジロ類の集団越冬地、

メジロの集団採餌地、ヒヨドリの渡りの中継地として利用されています。また河川

と水田、クリーク網との連続性も見られ、カワニナやゲンジボタル、タナゴ類等が

生息しています。 

南筑橋～船小屋地区はゲンジボタルの発生地（昭和 16 年指定）として、さらに

樹齢 300 年を超える船小屋地区の中ノ島公園のクスノキ林（昭和 49 年指定）が

それぞれ国指定の天然記念物に指定されており、多様な河川環境を保全していく必

要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3.3.3 中流部の河道 写真 3.3.4 連続する瀬と淵 

写真 3.3.5 ツルヨシ群落と河畔林 写真 3.3.6 中ノ島公園のクスノキ林 
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2)船小屋地区付近～瀬高堰までの区間 

船小屋地区付近から瀬高堰までの区間は、扇状地及び干拓により広がる田園地帯

や点在する市街地を緩やかに貫流しており、河床は主に礫・砂で形成されています。 

当該区間は、ヨシ群落、オギ群落、アイアシ群落等については、環境省特定植物

群落「矢部川の河川草本群落」に選定されており、矢部川を代表する貴重な自然植

生がみられます。また、松原堰、大和堰、名鶴堰及び瀬高堰により、区間のほとん

どが湛水区間となっており、広大な湛水区間や水際の植生帯の緩やかな流れは、ヤ

リタナゴ、ギンブナ、モノアラガイ等の魚類、底生動物の生息場となっています。 

水際部や砂礫河原は、イカルチドリ、ツバメチドリ、コアジサシ等の鳥類の採餌場

となっているほか、広大な高水敷はカワラヒワの集団採餌地やオオヨシキリの生息

地として利用されています。 

特に 14km 付近の船小屋地区に存在するワンドには、緩やかな流れを好むタナ

ゴ類やオヤニラミをはじめメダカ、サギ類が確認されている等、良好な河川環境及

び河川景観が形成されていることから、湛水域に生息する動植物の生息・生育環境

の保全が重要です。 

一方、ワンドには近年特定外来生物であるブラジルチドメグサの繁茂が確認され

ており、河川管理・河川環境上問題があることから、繁殖の抑制が課題となってい

ます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

写真 3.3.7 湛水区間の河道状況      写真 3.3.8 船小屋地区のワンド 

 

 
 
 
 
 
 
 

写真 3.3.9 ワンドに生息するシラサギ   写真 3.3.10 ブラジルチドメグサの繁茂状況 
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(3)下流部（瀬高堰～河口までの区間）：感潮区間 

下流部は、感潮区間（約 10km）となっており、有明海特有の汽水環境を有すると

ともに干拓により広がった田園地帯を緩やかに蛇行し、河口付近では干潟を形成して

います。 

有明海流入河川特有のエツ、アリアケシラウオ等の貴重な魚類が確認されるととも

に、干潟にはムツゴロウ、ハラグクレチゴガニなど干潟特有の生物が生息し、それら

を補食するシギ、チドリ類等の採餌場や集団越冬地となっています。また水際にはヨ

シ群落、オギ群落、アイアシ群落等については、環境省特定植物群落「矢部川の河川

草本群落」に選定されており、矢部川を代表する貴重な自然植生がみられます。さら

に、ハマサジやヒロハマツナ等の貴重な塩生植物群落も見られます。今後もヨシ群落、

塩生植物群落の生育場である水際や、有明海特有の魚類や底生動物の生息場である干

潟を保全していく必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

写真 3.3.11 下流部の状況           写真 3.3.12 河口部の干潟 

（飯江川合流点付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.3.13 塩生植物の状況           写真 3.3.14 エツ 
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(4)河川の連続性 

国管理区間の矢部川本川の堰においては魚道により河川の連続性は確保されてい

ますが、支川の堰や樋管の一部には、河川を遡上・降下する魚類等が河川と水路を自

由に移動できない可能性があるため、今後も必要に応じて、魚道の改良及び新設を含

め河川の連続性を確保していく必要があります。 

 

(5)外来種の増加 

外来種は在来種を減少させたり、絶滅の可能性を高めるなどの問題を引き起こす恐

れがあります。矢部川においても、オオクチバスやブルーギル、ブラジルチドメグサ、

オオキンケイギク等の特定外来生物が確認されるとともに、最近では増加が懸念され

ています。 

表 3.3.1 矢部川水系で確認された重要種（１） 
特定種 種数

ウナギ(環境省：情報不足,福岡県RDB：準絶滅危惧)
エツ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ヤリタナゴ(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：準絶滅危惧)
アブラボテ(環境省：準絶滅危惧)
カネヒラ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
セボシタビラ(環境省：絶滅危惧ⅠA類,福岡県RDB：絶滅危惧ⅠA類)
ニッポンバラタナゴ(環境省：絶滅危惧ⅠA類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
カゼトゲタナゴ(環境省：絶滅危惧ⅠB類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
カワヒガイ(環境省：準絶滅危惧)
ヤマトシマドジョウ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類)
スジシマドジョウ小型種 (環境省：絶滅危惧ⅠB類,福岡県RDB：絶滅危惧ⅠB類)
アリアケギバチ(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：準絶滅危惧)
アユ(福岡県RDB：天然不明)
アリアケシラウオ(環境省：絶滅危惧ⅠA類,福岡県RDB：絶滅危惧ⅠA類)
アリアケヒメシラウオ(環境省：絶滅危惧ⅠA類,福岡県RDB：絶滅危惧ⅠA類)
メダカ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：準絶滅危惧)
クルメサヨリ(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：絶滅危惧ⅠA類)
ガンテンイシヨウジ(福岡県RDB：情報不足)
ヤマノカミ(環境省：絶滅危惧ⅠB類,福岡県RDB：準絶滅危惧)
オヤニラミ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：準絶滅危惧)
スズキ(環境省：絶滅のおそれのある地域個体群)
カワアナゴ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
タビラクチ(環境省：絶滅危惧ⅠB類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ムツゴロウ(環境省：絶滅危惧ⅠB類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
トビハゼ(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：絶滅危惧ⅠB類)
ワラスボ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類)
ハゼクチ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：準絶滅危惧)
ショウキハゼ(環境省：準絶滅危惧)
イシマキガイ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ヒロクチカノコガイ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
クロヘナタリガイ(環境省：絶滅危惧Ⅰ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅰ類)
シマヘナタリガイ(環境省：絶滅危惧Ⅰ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅰ類)
カワグチツボ(環境省：準絶滅危惧)
オオクリイロカワザンショウガイ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅰ類)
ムシヤドリカワザンショウガイ(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅰ類)
カワザンショウガイ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
アズキカワザンショウガイ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ヤベカワモチ(環境省：絶滅危惧Ⅰ類)
センベイアワモチ(環境省：絶滅危惧Ⅰ類)
ナラビオカミミガイ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅰ類)
オカミミガイ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
クリイロコミミガイ(環境省：絶滅危惧Ⅰ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅰ類)
キヌカツギハマシイノミガイ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅰ類)
ウミマイマイ(環境省：絶滅危惧Ⅰ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅰ類)
モノアラガイ(環境省：準絶滅危惧)
ヒラマキミズマイマイ(環境省：情報不足,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅰ類)
クルマヒラマキガイ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類)
ヒラマキガイモドキ(環境省：準絶滅危惧)
ウネナシトマヤガイ(環境省：準絶滅危惧)
ヤマトシジミ(環境省：準絶滅危惧)
マシジミ(環境省：準絶滅危惧)
ハナグモリガイ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類)
ヒメムツアシガニ(福岡県RDB：情報不足)
ハマガニ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
ウモレベンケイガニ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
ヒメアシハラガニ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
クシテガニ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
ベンケイガニ(福岡県RDB：絶滅危惧)
ムツハアリアケガニ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
アリアケガニ(福岡県RDB：絶滅危惧)
アリアケモドキ(福岡県RDB：絶滅危惧)
ハラグクレチゴガニ(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：絶滅のおそれのある地域個体群)
シオマネキ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧)
ヨコミゾドロムシ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類)

28種

36種

魚類

底生動物
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表 3.3.2 矢部川水系で確認された重要種（２） 
特定種 種数

チスジノリ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅰ類)
アオヒメタデ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：準絶滅危惧)
ネバリタデ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
コギシギシ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ウシオツメクサ(福岡県RDB：絶滅危惧ⅠA類)
ヒロハマツナ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧ⅠB類)
ツキヌキオトギリ(環境省：絶滅危惧ⅠB類,福岡県RDB：絶滅危惧ⅠB類,自然公園指定植物)
コイヌガラシ(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ハマボウ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ミズマツバ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
カラタチバナ(福岡県RDB：絶滅危惧ⅠB類)
ハマサジ(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ロクオンソウ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧ⅠA類)
ミゾコウジュ(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：準絶滅危惧))
シソクサ(福岡県RDB：絶滅危惧ⅠB類)
カワヂシャ(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：準絶滅危惧)
フクド(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ウラギク(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧ⅠB類)
オグルマ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
アズマガヤ(福岡県RDB：絶滅危惧ⅠA類)
ヤガミスゲ(福岡県RDB：絶滅危惧ⅠB類)
クスノキ林(国指定天然記念物,特定植物群落)
河辺草本群落(特定植物群落)
ササゴイ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
アマサギ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
チュウサギ(環境省：準絶滅危惧,福岡県RDB：準絶滅危惧)
アカハジロ(環境省：情報不足)
ミサゴ(環境省：準絶滅危惧)
ハイタカ(環境省：準絶滅危惧)
チュウヒ(環境省：絶滅危惧ⅠB類,福岡県RDB：絶滅危惧ⅠA類)
ハヤブサ(国内希少野生動植物種,環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
クイナ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
ヒクイナ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：準絶滅危惧)
イカルチドリ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
シロチドリ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
タゲリ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
ハマシギ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
ダイシャクシギ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
セイタカシギ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類)
ツバメチドリ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ズグロカモメ(環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
コアジサシ(国際希少野生動植物種,環境省：絶滅危惧Ⅱ類,福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
アオバズク(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ヤマセミ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
コシアカツバメ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
クロツグミ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
オオヨシキリ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
オオルリ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
コサメビタキ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
サンコウチョウ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ツリスガラ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
カササギ(国指定天然記念物)

両生類 トノサマガエル(福岡県RDB：絶滅危惧ⅠB類) 1種
キツネ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
カヤネズミ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
キシノウエトタテグモ(環境省：準絶滅危惧)
フクロクヨコバイ(環境省：準絶滅危惧)
ベニツチカメムシ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
オオアメンボ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ハイイロボクトウ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
コムラサキ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ヒカゲチョウ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅰ類)
スナハラゴミムシ(環境省：準絶滅危惧)
アオヘリホソゴミムシ(福岡県RDB：準絶滅危惧)
セマルケシマグソコガネ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)
ジュウサンホシテントウ(福岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類)

2種哺乳類

陸上昆虫
類

23種

29種

11種

植物

鳥類
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3.3.2 水質 

矢部川水系の環境基準※ １の水域類型※ ２の状況は、矢部川本川では瀬高堰下流が B 類

型※ ３、瀬高堰上流が A 類型に指定されています。支川飯江川では高田堰下流が C 類型、

高田堰上流が A 類型に指定されています。 

矢部川本川の水質は、河川の一般的な水質指標である BOD(75%値)で見ると、近年

は環境基準値を満足しており、良好な状態に保たれています。今後も現在の良好な水質

を維持していく必要があります。支川飯江川の水質は古賀橋地点においては、環境基準

値を満足していない状況にあります。要因としては、夏場は堰湛水区間になることから、

植物プランクトンの増殖等が考えられます。以上を踏まえ、今後も矢部川流域として、

水質の保全・向上に向けた取り組みが必要となっています。 

一方、事故やテロ等による河川への汚濁物質の混入等、突発的に発生する水質事故に

対処するため、日常の河川の巡視等により水質事故に関係する汚濁源情報等の迅速な把

握に努めるとともに、「筑後川・矢部川・嘉瀬川水質汚濁対策連絡協議会」による情報

連絡体制の強化に努める必要があります。 

 

※１水質汚濁に係る環境基準とは、人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ま

しい基準として国が設定したものです。 

※２水域類型指定とは、環境基準で定めた類型を水域で指定することです。 

※３河川の類型指定では、Ａ類型：BOD2mg/L 以下、B 類型：BOD3mg/L 以下、 

C 類型：BOD5mg/L 以下 

 

 

水域の範囲 類型値 達成期間 環境基準点 指定年月日 摘要

瀬高堰上流 河川 A イ 船小屋、上矢部川橋
矢部川 

瀬高堰下流 河川 B イ 浦島橋 

高田堰上流 河川 A イ 古賀橋 
飯江川 

高田堰下流 河川 C イ 丁字橋 

平成 18 年 3 月

31 日見直し

（昭和 47 年 

4 月 20 日） 

 

福岡県

   ※達成期間の分類イは直ちに達成となっている 

   ※上矢部川橋地点は県管理区間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.3.3 矢部川水系における環境基準の水域類型指定（河川） 

図 3.3.1 矢部川水系における環境基準の水域類型指定（河川） 

飯江川

河川Ａ
（瀬高堰より上流）

河川Ｃ
（高田堰より下流） 河川Ａ

（高田堰より上流）

浦島橋

船小屋

丁字橋

上矢部川橋

古賀橋

河川Ｂ
（瀬高堰より

下流）

飯江川

河川Ａ
（瀬高堰より上流）

河川Ｃ
（高田堰より下流） 河川Ａ

（高田堰より上流）

浦島橋

船小屋

丁字橋

上矢部川橋

古賀橋

河川Ｂ
（瀬高堰より

下流）

河川Ｂ
（瀬高堰より

下流）
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図 3.3.2 矢部川水系における水質の経年変化状況（国管理区間） 

※古賀橋は昭和 52 年度、丁字橋は平成 12 年度より測定開始 
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3.3.3 河川利用 

(1) 河川空間の利用 

矢部川の河川空間は、多様な自然環境や河川敷のオープンスペースを活用して様々な

目的で利用されています。平成 21 年度の河川水辺の国勢調査による河川空間利用者数

は年間約 21 万人となっており、堤防、高水敷、水際において散策、釣り、水遊び等、

多岐にわたって多くの人々に利用されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.3.3 河川利用実態調査結果 

 
1)上流部（源流から花宗堰までの区間＜県管理区間＞） 

源流から花宗堰までの区間は、矢部川県立自然公園、筑後川県立自然公園に指定さ

れており、キャンプ地が多く、釣りや自然散策などに利用されています。また、神々

の伝説を秘めた日向神峡の景勝地や国の天然記念物に指定されている『黒木のフジ』

を目当てに、例年多くの観光客が訪れます。 

また、当区間に点在する取水堰およびその周辺では、子どもたちが川遊びや水遊び

をする姿が多く見られます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3.3.15 日向神峡         写真 3.3.16 唐ノ瀬堰付近での水遊び 
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【利用形態別の利用者割合】 【利用場所別の利用者割合】 
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2)中流部（花宗堰～瀬高堰までの区間） 

国指定天然記念物であるクスノキ林が繁茂する中ノ島公園や古くからの温泉地である船小

屋温泉が矢部川沿いにある船小屋地区は、多くの市民、観光客が河川を利活用しています。 

さらに船小屋地区では矢部川を挟み、筑後市、みやま市にまたがる福岡県最大規模の広さ

を誇る福岡県営筑後広域公園が、「豊かさを体感できる公園」をメインテーマとして引き続き

整備が進められており、一部区域では供用を開始し、豊かで広大な自然に囲まれながら、多

くの人々がスポーツ、散策等を楽しんでいます。 

また、筑後広域公園内に九州新幹線「筑後船小屋駅」が平成 23 年に開業したことから、

広域公園の整備の進捗とともに、今後河川利用の増加が見込まれています。しかし、現状で

は筑後広域公園と河川内の中ノ島公園を安全に行き来するアクセス路が少ないため、安全・

安心を考慮したかわまちづくりが望まれています。 

 
 
 
 
 
 

 

      

図 3.3.4 船小屋地区の周辺状況 

 
 
 
 
 
 

 

 

 写真 3.3.17 中ノ島公園の利用状況     写真 3.3.18 船小屋地区の利用状況 

 
 
 
 
 
 

写真 3.3.19 筑後広域公園の整備状況       写真 3.3.20 船小屋地区の河川状況        

（河川敷が狭く、河川敷及び水際へ安 

 全にアクセスができない） 
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また、松原堰、大和堰、名鶴堰及び瀬高堰周辺については、区間のほとんどが湛水区間と

なっていることから、堰の湛水区間は魚釣りに利用され、市民の憩いの場となっています。

さらに、地域からは湛水区間の有効利用としてカヌー等の水面利用のニーズがありますが、

現状では既設護岸が急勾配であるため、安全な河川利用ができるように改善していく必要が

あります。 

 

 
写真 3.3.21 既設護岸状況 

 
 

3)下流部（瀬高堰から河口までの区間） 

水郷として有名な柳川市において、旧柳川城の内堀、外堀が今でも水路として残っており、

市民の憩いの場としてだけではなく、川下りのできる観光地として全国から多くの観光客が

訪れています。 

また、河口部においては、有明海沿岸のノリ養殖漁業の拠点地として発展した漁港が存在

しています。漁港は生活の場であるとともに、散策等にも利用されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3.3.22 柳川の川下り         写真 3.3.23 柳川市中島漁港  
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(2) 河川空間の美化・管理  

矢部川の流域に捨てられたゴミは、洪水等により支川及び排水路等を通じて矢部川に流入す

ることから、下流部では、多量のゴミの処理に多くの労力と費用を要しているとともに、河川

利用や漁業の支障になっています。特に、中流部では一般ゴミ等の不法投棄が多く、河川環境

の悪化や場合によっては治水上の支障ともなります。 

矢部川においては、平成 16 年度からのゴミマップの作成や河川巡視の強化、流域住民によ

る河川美化活動などの取り組みがなされていますが、不法投棄の件数は、平成 22 年度におい

て 93 件となっており、不法投棄を未然に防止する取り組みが必要です。 

また、下流部では使われなくなった船などが放置されています。このような廃船については、

洪水時の流下阻害や施設への影響、船舶からの油流出など河川管理や水質環境上への影響が懸

念されることから、適正な河川空間の利用に向けた取り組みが必要です。 

その他

10%

不燃ゴミ

21%

タイヤ

4%

自転車

5%

粗大ゴミ

15% 家電

4%

一般ゴミ

41%

図 3.3.5 矢部川におけるゴミの種類     

 

写真 3.3.25 洪水後、松原堰に漂着した塵芥 

 

写真 3.3.24 堤防上に不法投棄されたゴミ 

 
写真 3.3.26 廃船状況 

八女市
3件　筑後市

11件

柳川市
26件

みやま市
53件

 

図 3.3.6 平成 22 年度矢部川における不法投棄件数 
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3.3.4 景観 

矢部川には、自然の営みによって形成された瀬・淵・河畔林等の中上流域の河川景観に加え、

藩政時代より先人達が築き上げてきた治水・利水システムなど流域の歴史・文化と関わる河川

景観があります。 

また、矢部川地域の市町村と福岡県では、広域景観の骨格の一つである矢部川をテーマに、

県、流域自治体、国、ＮＰＯ等が共同して景観づくりに取り組む上での目標、方針等を定めた

「矢部川流域景観テーマ」を平成 19 年に締結し、こうした取り組みをさらに一歩進めるため

「清流文化と変化する地形が織り成す景観の保全と想像」をテーマとした「矢部川流域景観計

画」を平成 21 年に策定しています。さらに、八女市においても「八女市景観まちづくり計画」

が平成 22 年に策定されるなど、矢部川流域での景観の保全と形成の取り組みが推進されてい

ます。 

これらのことから、今後も河川景観等との調和や既存景観計画等を踏まえた河川整備を行っ

ていく必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

     写真 3.3.27 瀬と淵と河畔林         写真 3.3.28 歴史のある廻
かい

水路
す い ろ

 

 
 
 
 

廻水路

矢部川

写真 3.3.29 矢部川流域景観計画（福岡県） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


